
 

 

 

 

 

 
11 月 28・29 日は学力テスト    ～ テスト前にはテスト勉強をする習慣付けを ～ 

 「前もってお客さんが来ると分かっていれば、家の玄関の掃除をする。」 

「前もって試合の対戦相手が分かっていれば、対戦相手を想定した練習をする。」 

というふうに、「28・29日にテストがあると分かっていれば、・・・。」 

28日は、県内の４年生を対象とした「みやざき小中学校学習状況調査」が行われます。

これに合わせて、町内の１･２･３･５･６年生は、「標準学力検査 CRT」というテストに臨みます（1年生は 27・

28日、他は 28・29日）。普段の単元テストとは違い、入試と同じようにページをめくって進めていく形式で、

制限時間もあります。ちなみに、４年生の「みやざき小中学校学習状況調査」は、今年からタブレットＰＣ

上で出題され、タブレットＰＣへ入力（解答）する方式に変わります。まさに新時代到来… 

今週からテスト前日までの半月間は、学校でも全学年共通してテスト対策の時間（ミニタイム×４

回）を設定して、長文を読んで答える問題や、条件に合わせて文章で答えたり説明したりする問題等

にチャレンジさせます。ご家庭にも、テスト対策用の宿題プリントや学校で取り組んだ問題のやり直

し等を持って帰ると思いますので、本番で１点でも多く点数がとれるようにアドバイスをお願いしま

す。“テスト前にはテスト勉強を！”という習慣が小さい頃から身に付けられるといいですね。 

全国的にいじめ・不登校が増加     ～ コロナ禍の生活が影響？ ＋ ＳＮＳ・ゲームも ～ 

 11月 1日の新聞報道で、「全国不登校最多 34万人」という見出しが目に飛び込んで 

きました。これは、文部科学省が毎年実施している調査結果で、昨年度（令和５年度）分 

の結果が公表されたものです。特に気になった記事を、一部紹介します。 
 
◆不登校（年間 30日以上欠席）の児童生徒【小・中学校】・・・１１年連続増加で、全体の 3.7％ 
→ 全国…346,482 人（前年度比 15.9％増で過去最多）。小学生は 130,370 人（全小学生の 2.1％）。 
→ 本県…2,691 人（前年度比 12.2％増）。小学生は 943 人（前年度比 177 人増で、６年連続増加）。 
【県教委の分析】コロナ禍後の子ども達の生活環境が変化し、その中で学校生活に対してやる気が出ないとか、 

生活リズムの不調を訴えることが見受けられる。コロナ禍での生活が影響しているのではないか。 

◆いじめの認知件数【小・中学校 ＋ 高校 ＋ 特別支援学校】 
→ 全国…732,568 件（全学校の 83.6％で認知）。小学校は 588,930 件。 
→ 本県…8,876 件（前年度比 587 件増。1,000 人当たりの認知件数は 83.2 件で、全国平均 57.9 件に比べ高い。）  

小学校は 7,562 件（前年度比 539 件増）。 
【県教委の説明】軽微な事案についても積極的に認知し、解消に向けた取組を開始した結果。 

これまで以上に未然防止に向けた取組をするように指導していく。  
本校でも、いじめや不登校等は残念ながらゼロではありません。本校の場合、不登校等の要因として

は、対人関係の形成や社会（集団）生活を苦手とするケースが多いようですが、もう一つの要因とし

て、SNS やオンラインゲーム等が挙げられます。SNS やオンラインゲーム上での会話の続きから学校

で口論になったり、使用時間のけじめが付けられずに生活習慣が乱れて遅刻が増えたり、登校を渋っ

たりするケースもあるような気がします。スマホやゲーム等を買い与えることだけが親の役割ではな

く、買った後の約束や指導、管理や制限を行うことこそが本当の親の役割や責任であり、子どものため

であるということを、再認識していただけたらと思います。「何事も最初が肝心！」  
＜本校のいじめ・不登校等の問題への対応＞ 

○ 月１回、「こころアンケート」を実施し、自分または友達のことで気になることなどを記述させています。 
○ 月１回、教育相談週間を設定し、アンケートで気になった児童を中心に個別の教育相談を実施しています。 
○ 月１回、職員会「ハートフル委員会」を開き、全職員でアンケート結果の情報共有や対策を協議しています。 
○ いじめと認知した事案は、「解消された」と担任が判断した後も、３か月間は再発がないか 
見守り続けながら全職員で情報交換を行うようにしています。 

 

町内小・中学校下校時避難訓練     ～ 詳細は裏面を参照してください⇒⇒⇒ ～ 

 今年も下校時を想定した地震・津波の訓練を 12月 16日に行います。「今いる場所からどこに避難

するのがベストか…」自分達で考えて判断し、避難する訓練です。地域の皆様や企業・事業所等の皆様

には、学校の行事に協力するというよりは、学校の行事に乗っかって、自分の地区や企業・事業所等

の訓練として活用していただけるとありがたいです。保護者の皆様も、一緒に参加（下校）しませんか… 
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